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フェノールの混合物である Oligonol の抗ウイルス効果について評価した。 
2 倍段階希釈した Oligonol (0.63–40 µg/mL) で処理した E-11 細胞にウイルスを感染さ
せ、CPE 発現、子孫ウイルス産生、ウイルスコート蛋白質発現を解析した。また、細胞生





astrocytoma 由来 DBT では特に高いウイルス増殖性を示した。 
(2) ２８度におけるヒト由来細胞株におけるウイルス感染では、ウイルス吸着は検出され
たが、ウイルスの増殖は認められなかった。 
(3) ウイルス RNA 導入ヒト由来細胞株では、子孫ウイルス産生が検出された。 
(4) エンドサイトーシス阻害剤処理 E-11 細胞ではウイルス感染が阻害された。 
(5)  Oligonol 処理 E-11 細胞において、細胞へのウイルス吸着阻害効果が見られ、ウイル
ス増殖が Oligonol 濃度依存的に抑制された。CC50は 27.0 µg/mL、EC50は 0.87–1.81 
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